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防水材と併用して複合材料としても使用される。

ビブランの施工例



地盤の横波伝搬速度 Vs として、建物短辺長 L  、
入力振動周波数 fHz  と すれば、

入力損失効果 τ は、

τ ＝ Vs / (π×L×f) sin(π×L×f/Vs)
となる。

右の図に入力損失効果のグラフを示す。

高い周波数では基礎版は揺れやすく

剛体と見なせなくなるので一般に

入力損失の低下量は5～15dBと言われている。
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防振材ビブランの性能計算

波動インピ－ダンスρVが異なる層を、波動が1層から3層に通る

時、入射波の振幅と透過波の振幅比を変位波動伝達率と呼び、
下式となる
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土 ： 単位荷重 1800kg/m3 横波伝播速度 200m/s
ビブランPP20 ： 単位荷重 80kg/m3 横波伝播速度 335m/s
コンクリ－ト ： 単位荷重 2400kg/m3 横波伝播速度 1900m/s
ビブランの厚みを50mmとして計算する。

変位波動伝達率の計算
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防振材 63Hzの絶縁量
(%)

63Hzの絶縁量
(dB)

ビブランPP20 11.8 －18.6

波動伝達率の絶縁量 計算例



日本建築学会論文（別紙）

 地下鉄軌道に近接した個体音対策に関する研究

その1 研究対象とした建物の概要と振動対策

 地下鉄軌道に近接した個体音対策に関する研究

その2 振動低減効果と騒音評価

 防振タイプ型枠セパレータの振動遮断性能



私鉄沿線近傍 （１）

防振材ビブラン施工範囲 振動データ比較



私鉄沿線近傍 （１）

セパボルト防振ビブラン 50t

溶接養生

私鉄A線 私鉄B線



地下鉄G線 近傍 （２）

防振材ビブラン施工範囲 振動データ比較
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地下鉄G線 近傍 （２）

既設壁 山留 SMW壁 山留

ｾﾊﾟﾎﾞﾙﾄ防振



S市 地下鉄線 （３）

防振材ビブラン施工範囲 振動データ比較



S市 地下鉄線 近傍 （３）

ビブラン ビブラン 埋戻し土

ｺﾝｸﾘｰﾄ用釘 打ち



地下鉄M線 新旧建物比較 （４）

振動データ比較防振材ビブラン施工範囲
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地下鉄M線 新旧建物比較 （４）

地下鉄と建物との位置関係 騒音データ比較

旧建物 ２階騒音

新建物 ２階騒音



地下鉄M線 近傍 新旧建物比較 （４）

山留め壁 地中梁 壁及び底面 杭のﾌｰﾁﾝ底部

ビス留め 底面部 ﾓﾙﾀﾙ養生



ＪＲ線 貨物列車振動 （５）

防振材ビブラン施工範囲 振動データ比較



ＪＲ線 貨物列車振動 （５）

振動測定 スラブ上 振動測定 地盤上 ｾﾊﾟﾎﾞﾙﾄ用 防振ﾊﾝｶﾞｰ

山留め側 ビブラン


